
に必裂な~'I~' ↑出を総ずることをしづ。脅I' i主管理に関する国鉄昔11内

の規程としては， 日本国有鉄道計量管理規程(昭和128 ・ 9 総裁迷

第 586 号)がある。これはH百和 26 年に制定された計量法の趣

旨にのっとって， 国鉄の計量管理!の合理的な突施を確保するた

めに定められたものである。

およそ計 五iのあるところには計企管思がなければならない。

このことは lêl lYJ の:l'Jlであるが ， とくに国鉄のように多極多微な

昔|盆総を使m し ， また一部の総領ではあるが計量器の修理およ

び製造の事業を行っているところにあっては，計量管理の良否

が直'接間接，事業の成来に彩轡することを看過し得ない。

っきーに闘飲の計 iit管理はいかに行われているかを述べる。

1 計 量管J'ili箇所 吾|量管理日空宇を i泣 いて，直接計量器使H1

事業場の計五;;官邸!を担当する機|捕をいい， 鉄道技術研究所，鉄

道管理局，地方資材部および工均がこれに指定されている。 青l

iit管出!筒所は， I~I 己所属の事業j坊のみを管庖!するとはかぎらな

い。なかには鉄道管理局などのように，他の括語以lの事業場，た

とえば地方1':1 !ff}J1Ii事務所の自動車営業所などを受け持つものも

ある。

2 ~.十量得使用事業場 晋| 註総をJ&引上または証明上におけ

る法定計 五t単位による言|量に使用する者は，その計 量?m:につい

て， 事業所の所在地を管轄する都道府県知事等が行う定期検査

を受けなければならなし、。また使用者が計 五i総を自ら修理した

後，まだiilíTI'ij産業大臣もしくは都道府県知事が行う検定，また

は通商産業大|主が行う比絞検査を受けないときは， その青 l' ilJ: l総

を前記と同検な月]途に使用し，または使用に供するために所持

してはならないことになっている。しかし計 iii;俸を使用する者

が計ik総使用事業場について通商産業大臣の指定を受けると ，

一定の条件の下に定JW検査を受ける必裂がなくなり ， また(，'1& '

効mにさして~~響のないff屯凶内の修理 (\，、わゆる簡易修理)で

あれば，特定の計 iJ:R+iについて一定の条件の下に使用の制限を

受けない。

上述の検査といい，検定といい， いずれも計量の安全の確保

をはかるためにする制度であるが， 号 l'iIJ:法は一方において事業

場の指定の制度を設け， その指定を受けて自主的に計量管理を

行おうとする芯}r!}.のある者を助成するために， このような特典

を付 与したものとみるこ とができる。

国鉄で tJr業場の指定を受けるものは鉄道技術研究所， 駅，さ

ん橋， 自動車'}J!;業所，鉄道病院，用品試験場， 工場，鉱業所等，

計iE;誌を取引上または証明上使用する俄闘にかぎられる。 ff'U:立

管理!はこの~Jr来場を中心として展開される。

3 計量管理員・ 計量管理!補助員 . ~十企探整備担当者 この

三者の職名は，いずれも国鉄自体が付与したものであるが， こ

のうち計量管理員は， 通商産業大臣の計iE土の登録を受けた者

であることを裂し，このような者を位くことは事業場の指定を

受けるための必須の人的要件である。厚生局，資材局，銘業局，

工作局および計泣管理!箇所にi泣かれ， 人数は上司局所の長が青|

金管理の遂行上必嬰と認める程度で よい。

計量:管:l'Jl箇所のす|盆管理員は， その計量:管!'Jl箇所において計

iii;管}]lを担当する課長(たとえば営業部貨物部!長)の指仰を受

け，受持区j或 I:KJの !Jr業場において取引上または証明上使用する

計 量得の絵師ilおよび検査， 計量;方法の改善， 計量採取扱上の指

導， 吉十孟tの取締害事の職務を行う。

計宣告'!'Jl箇所のほか地方自動車事務所および鉱業所には，計

担;管理前，\ìUJJJスが ， 司T書長場には計 iil:総整備担当者が置かれる。

4 計量総および基準採その他の検査設備 事業場において

取引上または言il， !Yl上使用する計 註総は， 長さ計 ， はかり，時間

けいりょうき

言十，温度計， 閣僚青1'，休E責計 ， 速さ 青j-，力青1 ， 圧力計 ， 熱fE:計 ，

角度計 ，流量計 ， 粘皮吉十， l度度合十，光度計 ， 光東計 ， 1照度計 ，

周波数計，騒音ti"-l ' ， 繊皮計 ，かたさ試験機， jJlfi銚値試験後，引

E長怒iさ試験段，圧縮強iさ試験機， 粒皮計 ， 湿度計 ，比重計およ

び耐火度計である。もっともこれは国鉄の事業場全体について

みた湯合のことで，各tJ~業場にはその担当業務に応じて具体的

な使用青|量総の範聞に広狭を生ずることになる。なお使用骨 1'fJ:

然に対する検査のための基準総その他の検査設備の術付は， lJ~ 

業場の指定を受けるうえの物的姿{斗でもある。

5 計量様の検査 計量の安全を確保するための一手段とし

ては， 古十:@:fi誌の検査をするこ とが必~である。国鉄において~

施する検査は， 通常の検査と簡易修理後の検査とに大別するこ

とができる。通常の検査はさらに管理検査と干ilì JJ:)J検査とに区分

される。管理!検査は計量管理員が毎年 1 巨l行う検査で， 法定の

定期j検査に代るものであり，したがって検査の目的は所定の榊

造， 使用公差寄~;の条件に適合しているかどうかを検査すること

にある。布lì D1J検査は計量管理有1ìJliJ良が計 iH:也:FJl箇所長の指定す

るとこ ろによ っ て行うものである。 これは法定検査ではなく国

鉄が自衛的に実施するもので，計iJ:総の使用ひん皮の高い事業

i場等についてなされる。その目的は計iït日告のま在日uおよび保管の

状態を検査することを原則とする。以上のほかに， 臨時検査を

行うことがある。

簡易修理後の検査は，計 ik管理!良が行う法定検査で， 所定の

併造，検定公差等;の条件に合総して初めて使用することが許さ

れる。 なお矯はかり等および圧力計については， 実施時刻jから

みて， 前述した管恋!検査との併施の f背慣が Wiぜられている 。

(宮原正直)

けいりょうき 々く し 々 軽量客車 (災) lighl weight car 

(1!U) Leichlstahl wagen 客車のlliiIJ:を松滅すれば列車の 11速

化，述結両数の術大をはかることができ，また巡転'l't ・ 車両お

よび軌道の保守政を減ずることができる。そこで欧州では 1940

年前後から従来の答率に比較して絡段に騒い客111が製作され始

め，これらの客JI1を従来の重盆の霊い客車に対して軽量客車と

呼んでいる。

軽量答111で最も著名なものはスイス図鉄のもので， これはス

イスの sws としづ車両製作会組(チューリッヒの シュ リーレ

γにあるためiilí

称シュリ ー レン

と いう)で設計

された。 このIiï

を従来のスイス

国鉄の客車と比

較すると下表の

とおりで，事長

揮事麺i一点骨一
畠圃・・・ー

1. 軽 iïl 客車外観

が 2m 消却l しているにもかかわら

ず約 10t の重量軽減となっ てい る。

国鉄でも 1955 年軽量答率 (ナハ

10 形式)が初めて試作されたが，

これは事長は従米の客車と同じで

重量は約 8.5 t j怪くなる。この事で

は構造材については従来どおりの

普通錫を主体としているが， 111 1本

は全体がむだなく強度部材として

働くような， いわゆる張殺(ち

ょうこく)構造 (Scha le nbau) を

あらたに採用し， ポギーは全面的 2. 軽i正客 if工事端

一- 451 一一




